
て
、
ソ
連
で
は
な
く
ア
メ
リ
カ
を
相
手
と
す
る
終
城
工
作
に
入
る
べ
き
こ

と
を
、
近
衛
文
麿
・
若
槻
礼
次
郎
ら
の
重
臣
や
木
戸
幸
一
内
大
臣
、
東
郷

茂
徳
外
務
大
臣
、
宇
垣
一
成
陸
軍
大
将
、
高
木
惣
吉
海
軍
少
将
ら
に
秘
密

裡
に
働
き
か
け
た
。
彼
ら
の
考
え
た
終
戦
工
作
の
概
要
は
、
天
皇
制
の
護

持
の
み
を
条
件
と
す
る
「
無
条
件
」
降
伏
と
し
、
徹
底
抗
戦
論
の
強
い
陸

軍
を
比
較
的
柔
軟
な
海
軍
に
説
得
さ
せ
、
昭
和
天
皇
の
詔
勅
に
よ
り
終
戦

さ
せ
る
、
終
戦
後
天
皇
は
退
位
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時
、
終
戦
工
作
を
め
ぐ
っ
て
は
、
対
戦
国
た
る
米
英
と
直
接
行
う
べ

き
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
中
立
国
で
あ
る
ソ
連
を
通
じ
て
行
う
べ
き
で

あ
る
と
い
う
主
張
と
が
あ
り
、
こ
の
他
交
戦
国
た
る
中
国
や
中
立
国
の
ス

イ
ス
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ヴ
ァ
チ
カ
ン
等
を
通
じ
て
行
う
べ
し
と
の
議
論

が
あ
っ
て
、
そ
の
模
索
も
行
わ
れ
て
い
た
。
陸
軍
で
は
梅
津
参
謀
総
長
ら

が
、
戦
後
米
ソ
両
大
国
が
対
立
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
重
視
し
て
、
ソ
連

を
利
用
し
連
合
国
側
か
ら
有
利
な
条
件
で
の
和
平
を
引
き
出
す
こ
と
を
強

く
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
原
ら
の
主
張
は
、
で
き
れ
ば
直
接
米

英
と
、
そ
れ
が
無
理
な
ら
第
三
国
を
通
じ
て
米
国
と
交
渉
す
べ
き
で
あ
り
、
し
、
翌
日
天
皇
に
こ
れ
を
進
言
し
て
、
そ
の
音
必
思
を
打
診
し
た
。
木
戸
が

宗
像
久
敬
（
写
真
右
）
と
、
南
原
繁
（
写
真
左
）
（
１
）
。
一
九
六
九
年
五

月
下
旬
、
銀
座
七
丁
目
の
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
二
人
の
同
級
生
は
再

会
し
た
。
宗
像
が
亡
く
な
る
約
一
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
像
が
初
め
て

油
絵
の
個
展
を
開
き
、
招
待
状
を
南
原
に
出
し
た
の
で
あ
っ
た
（
２
）
。

宗
像
久
敬
と
も
う
ろ
の
終
戦
工
作
（
上
松
浦
正
孝

一一

■1 1月刊
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二
人
は
、
そ
の
七
○
年
前
の
九
月
、

四
日
違
い
で
生
ま
れ
た
。
宗
像
家
は
福

岡
の
宗
像
一
族
の
出
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
岡
山
に
移
り
、
宗
像
の
生
ま
れ
た

の
は
湯
島
で
あ
っ
た
。
一
方
、
南
原
は

香
川
に
生
ま
れ
、
一
八
年
間
そ
の
地
で

育
っ
た
。
二
人
の
家
庭
の
事
情
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
複
雑
で
あ
っ
た
。
母
の
慈
愛

を
受
け
て
育
っ
た
二
人
は
、
猛
勉
強
し

て
そ
れ
ぞ
れ
六
高
と
一
高
を
出
、
東
京

帝
国
大
学
法
科
大
学
に
入
っ
た
。
そ
こ

で
出
会
っ
た
二
人
は
、
南
原
の
言
葉
に

１
１
１

I
ソ
連
を
通
じ
た
終
戦
工
作
は
避
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
政
府
は
、
周
知
の
よ
う
に
ソ
連
を
通
じ
た
和
平
工
作
に
望
み
を

つ
な
い
だ
。
し
か
し
、
す
で
に
対
日
参
戦
を
決
定
し
て
い
た
ソ
連
は
こ
れ

に
応
え
ず
、
日
本
政
府
が
時
間
を
浪
費
す
る
う
ち
に
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る

原
爆
の
投
下
と
ソ
連
参
戦
と
が
な
さ
れ
、
つ
い
に
日
本
は
無
条
件
降
伏
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
南
原
は
戦
後
「
結
局
私
ら
の
し
た
こ
と
は
効
果
な

か
っ
た
・
主
観
的
な
自
己
淌
足
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
（
４
）
。

し
か
し
、
南
原
ら
の
終
戦
工
作
は
、
木
戸
内
大
臣
や
重
臣
等
に
対
し
て
、

そ
し
て
彼
ら
を
通
じ
て
天
皇
に
対
し
て
、
戦
争
の
見
通
し
や
ア
メ
リ
カ
側

の
情
報
等
に
つ
い
て
専
門
家
の
立
場
か
ら
す
る
重
要
な
情
報
を
提
供
し
、

天
皇
を
含
む
国
家
上
層
部
の
終
戦
へ
の
意
思
形
成
に
影
響
を
与
え
た
。
情

報
提
供
に
よ
っ
て
、
終
戦
実
現
へ
の
一
つ
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
南
原
と
高
木
は
、
五
月
七
日
と
六
月
一
日
に

木
戸
内
大
臣
を
訪
れ
て
終
戦
に
つ
き
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
木
戸
は
そ

れ
ら
の
情
報
に
基
づ
き
、
六
月
八
日
に
「
時
局
収
拾
対
策
試
案
」
を
起
草

よ
れ
ば
「
馬
車
馬
み
た
い
に
」
競
い
合
っ
て
勉
強
し
、
政
治
学
科
の
卒
業

に
際
し
て
、
異
例
な
が
ら
二
人
で
銀
時
計
を
受
け
た
。
同
点
首
席
だ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
南
原
は
後
年
、
「
六
高
か
ら
き
た
柔
道
の
強
い
宗
像
久
敬

君
、
こ
れ
が
よ
く
で
き
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
宗
像
が
日
本
銀

行
へ
、
南
原
が
六
年
余
り
の
内
務
省
勤
務
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
法
学
部

へ
と
、
二
人
は
別
々
の
道
を
歩
み
始
め
（
３
）
、
両
者
の
軌
跡
は
晩
年
の
再
会

ま
で
、
大
き
く
交
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
両
者
の
軌
跡
は
、
一
度
だ
け
、
一
つ
の
政
治
工
作
を
め
ぐ
っ

て
近
づ
い
た
。
一
九
四
五
年
に
お
け
る
終
戦
工
作
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

日
本
の
敗
色
濃
厚
と
な
っ
た
四
五
年
の
三
月
、
南
原
は
東
京
帝
国
大
学

の
法
学
部
長
に
就
任
し
た
。
法
学
部
長
と
し
て
何
を
な
す
べ
き
か
考
え
た

南
原
は
、
か
つ
て
日
露
開
戦
を
説
い
た
七
博
士
（
戸
水
寛
人
・
小
野
塚
喜

平
次
。
富
井
政
章
・
金
井
延
・
寺
尾
亨
・
中
村
進
午
・
高
橋
作
術
）
の
例

に
倣
い
、
高
木
八
尺
・
田
中
耕
太
郎
・
末
延
三
次
・
我
妻
栄
・
岡
義
武
・

鈴
木
竹
雄
の
六
教
授
と
は
か
っ
て
、
終
戦
工
作
に
乗
り
出
し
た
。
彼
ら
は
、

学
問
的
に
情
報
を
収
集
。
分
析
し
た
上
で
、
ド
イ
ツ
降
伏
の
時
期
を
捉
え
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1

り
、
天
皇
が
重
臣
等
の
意
向
を
聞
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
木

戸
に
問
う
た
際
に
も
、
木
戸
は
ま
ず
陸
海
軍
総
長
、
そ
し
て
関
係
閣
僚
の

意
見
を
聞
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
こ
れ
に
慎
重
な
態
度
を
示
し
た
（
６
）
。

近
衛
元
首
相
す
ら
儀
式
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
一
度
も
天
皇
に
拝
謁
す
る

機
会
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
終
戦
工
作
を
焦
る
重
臣
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
木
戸
の
更
迭
も
主
張
さ
れ
、
両
者
の
確
執
は
深
ま
っ
て
い
た
。

四
五
年
一
月
初
旬
に
米
軍
が
ル
ソ
ン
島
上
陸
作
戦
を
進
め
て
い
る
報
を
知

作
成
し
た
試
案
は
、
も
は
や
戦
局
収
拾
の
た
め
の
決
断
を
な
す
べ
き
時
期

で
あ
る
と
し
て
、
国
体
護
持
の
た
め
に
、
天
皇
の
裁
断
に
よ
り
占
領
地
の

放
棄
や
軍
備
解
除
を
含
む
和
平
交
渉
へ
と
入
る
べ
き
こ
と
を
、
具
申
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
木
戸
の
試
案
が
唯
一
南
原
ら
の
工
作
と
異
な
っ
て
い
た

の
は
、
終
戦
工
作
を
米
英
と
で
は
な
く
中
立
国
で
あ
る
ソ
連
を
仲
介
と
し

て
行
う
べ
し
、
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
５
）
・
南
原
ら
の
工
作
は
、
最
も
重

要
な
一
点
に
お
い
て
の
み
、
陸
軍
等
の
強
い
影
響
を
受
け
た
国
家
上
層
部

の
終
戦
方
策
を
覆
す
の
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

南
原
ら
の
工
作
が
情
報
提
供
と
い
う
点
で
日
本
の
終
戦
工
作
の
重
要
な

一
環
を
為
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
宗
像
が
終
戦
工
作
で
果
た
し
た
役
割
も

ま
た
重
要
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
天
皇
か
ら
一
時
遮
断
さ
れ
て
い
た
、
近
衛

文
麿
を
中
心
と
す
る
重
臣
層
の
終
戦
工
作
促
進
の
意
思
を
、
木
戸
内
大
臣

を
通
じ
て
再
び
天
皇
に
ス
イ
ッ
チ
す
る
役
目
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
当

時
木
戸
は
、
内
閣
な
い
し
軍
部
以
外
の
意
思
は
、
皇
族
や
重
臣
の
そ
れ
で

あ
っ
て
も
、
天
皇
に
取
り
次
が
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
対
米
英
開
戦
後
、

戸
に
、
こ
の
重
大
時
機
に
際
し
て
重
臣
が
天
皇
に
直
接
拝
謁
し
て
自
由
に

時
事
に
つ
き
進
言
す
べ
き
で
あ
る
が
、
木
戸
が
そ
の
手
続
き
を
取
ら
な
け

れ
ば
天
皇
の
判
断
を
曇
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
ま
た
世
間
で
は
天
皇
・

皇
室
に
対
す
る
不
満
の
声
が
出
始
め
て
お
り
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
か

ら
、
木
戸
は
重
臣
の
意
見
を
容
れ
、
重
臣
の
天
皇
へ
の
拝
謁
を
実
現
し
事

態
を
打
開
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
を
内
容
と
す
る
原
田
の
伝
言
を
伝
え
、

木
戸
を
説
得
し
た
。
そ
の
結
果
つ
い
に
木
戸
は
、
賀
正
参
内
に
代
わ
る
天

機
奉
伺
の
形
を
と
る
こ
と
で
、
各
重
臣
の
天
皇
へ
の
意
見
具
申
を
認
め
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
８
）
・

二
月
七
日
平
沼
、
九
日
広
田
、
一
四
日
近
衛
、
一
九
日
若
槻
、
二
三
日

岡
田
、
二
六
日
東
条
と
、
各
重
臣
は
天
皇
に
意
見
具
申
を
行
っ
た
。
こ
の

時
近
衛
が
天
皇
に
対
し
て
行
っ
た
具
申
が
、
「
敗
戦
は
遺
憾
な
が
ら
最
早
必

至
な
り
と
存
候
」
で
始
ま
る
有
名
な
近
衛
上
奏
文
で
あ
る
。
こ
こ
で
近
衛

で
修
善
寺
に
疎
開
し
て
お
り
、
池
田
や
木
戸
と
も
頻
繁
に
接
触
し
て
い
た
。

一
月
二
七
日
の
木
戸
の
日
記
に
は
、
「
五
時
、
宗
像
久
敬
氏
来
邸
、
原
田

君
の
伝
言
に
て
重
臣
云
良
の
話
あ
り
た
り
」
と
あ
る
。
宗
像
は
こ
の
日
木

茜
‐
１
，
ｑ
４
ｌ

乃
○
噌
貼
Ｊ
１
覗
悪

東
京
の
上
海
人

奨
祥
達
著
／
神
崎
龍
志
訳
／
過
酷
な
現
実
に
立
ち
向
か
う
中
国
人
留
学
生
た
ち
の
夢
と
挫

折
を
描
く
。
中
国
で
話
題
の
日
中
合
作
ド
ラ
マ
の
原
作
小
説
・
１
８
５
４
円
（
税
込
）

甸
奴
家古
の代
興遊
亡牧
国

文と沢
化激田

ｨ睦
：震
5甸唱
円奴入

鍜漢
込史帝－．国

叔
包
再
蜂
“
、
僻
均

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｂ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
９
８
■
。
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
Ｉ
６
Ｔ
愚
Ｉ
召
９
２
個
１
２
邑
心
幽
啄
再
削
愚
口
■
■
■
■
■
■
９
町
５
■
３
■
■
■
１
．
３
・
宵
①
珊
心
側
蕗
亘
獅
Ｎ
Ｊ
４
呵
心
９
８
ｔ
８
Ｊ

ず

戯

に

叩

通

貨

共

同

創

出

に

よ

る

対

中

終

戦

工

作

を

行

っ

た

。

こ

れ

は

、

宗

像

の

リ

ー
ス
・
ロ
ス
幣
制
改
革
案
へ
の
協
力
構
想
の
延
長
上
に
あ
っ
た
。
宗
像
や

池
田
の
努
力
は
大
き
な
限
界
を
有
し
て
お
り
、
結
局
失
敗
に
終
わ
っ
た
（
７
）

が
、
こ
の
時
に
協
力
し
あ
っ
た
近
衛
。
池
田
・
吉
田
・
原
田
・
宗
像
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
上
に
、
新
た
に
対
米
英
中
の
終
戦
工
作
が
模
索
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
宗
像
は
日
銀
審
査
部
長
を
経
て
占
領
地
の
蒙
彊
銀
行
総
裁
に

就
任
し
た
も
の
の
、
現
地
陸
軍
と
衝
突
し
て
日
本
に
帰
っ
て
き
た
ば
か
り

は
、
米
英
で
は
敗
戦
後
の
国
体
変
革
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
、
憂
慮

す
べ
き
は
敗
戦
で
は
な
く
敗
戦
に
伴
う
共
産
革
命
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
軍
部
内
に
徹
底
的
米
英
撃
滅
を
唱
え
る
一
方
で
ソ
連
さ
ら
に
中

こ
の
頃
近
衛
は
戦
局
の
急
迫
に
直
面
し
て
、
終
戦
工
作
に
つ
い
て
大
磯

の
吉
田
茂
。
池
田
成
彬
。
原
田
熊
雄
（
故
元
老
西
園
寺
公
望
の
秘
書
）
ら

と
連
絡
を
取
り
、
岡
田
啓
介
・
若
槻
礼
次
郎
・
平
沼
騏
一
郎
ら
の
重
臣
と

対
策
を
協
議
し
て
い
た
。
四
重
臣
は
一
月
一
三
日
に
も
終
戦
工
作
を
協
議

し
た
が
、
木
戸
が
重
臣
を
天
皇
か
ら
遮
断
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
実
現
は

不
可
能
に
見
え
た
。
そ
こ
で
一
計
を
案
じ
た
原
田
が
選
ん
だ
の
が
、
自
分

と
日
銀
で
同
期
の
親
友
で
、
木
戸
と
も
個
人
的
に
親
し
い
宗
像
で
あ
っ
た
。

宗
像
は
原
田
の
依
頼
で
、
頑
な
な
木
戸
に
、
重
臣
の
意
思
を
天
皇
に
取
り

次
ぐ
機
会
を
作
る
よ
う
、
説
得
す
る
役
目
を
請
け
負
っ
た
の
で
あ
る
。

宗
像
は
、
か
つ
て
日
銀
の
ロ
ン
ド
ン
代
理
店
監
督
役
で
あ
っ
た
際
、
吉

田
茂
巡
閲
使
ら
と
共
に
、
英
国
の
提
案
す
る
中
国
法
幣
制
度
確
立
の
た
め

の
対
中
経
済
借
款
案
（
リ
ー
ス
・
ロ
ス
幣
制
改
革
案
）
に
参
加
す
る
よ
う
、

本
国
に
働
き
か
け
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
日
中
戦
争
勃
発
後
、

調
査
局
長
か
ら
上
海
駐
在
参
事
と
な
っ
た
宗
像
は
、
第
一
次
近
衛
内
閣
の

池
田
参
議
（
そ
の
後
蔵
相
兼
商
工
相
）
の
下
に
、
英
国
等
と
の
華
中
国
際

共
と
さ
え
結
ぶ
べ
し
と
主
張
す
る
者
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
民
間
右
翼
等

と
結
ん
で
終
戦
工
作
を
阻
止
し
、
国
内
大
混
乱
に
乗
じ
て
共
産
革
命
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
と
論
じ
、
終
戦
工
作
の
前
提
と
し
て
陸
軍
内

部
の
親
ソ
。
強
硬
派
を
粛
正
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
米
英
及
び
蒋

政
権
も
態
度
を
軟
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
た
（
９
）
。
即
ち
、
近
衛
は

陸
軍
内
部
の
親
ソ
・
強
硬
派
の
粛
正
と
、
対
ソ
で
は
な
く
対
米
英
終
戦
工

作
に
よ
る
国
体
誰
持
と
を
訴
え
、
そ
れ
ら
が
急
を
要
す
る
こ
と
を
強
調
し

た
の
で
あ
る
。
近
衛
上
奏
文
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
そ
の
反
共
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
や
近
衛
の
戦
時
共
産
主
義
へ
の
異
常
な
ま
で
の
恐
怖
心
の
発
露
が
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
近
衛
上
奏
文
は
、
米
国
側
の
動

向
等
に
つ
い
て
の
比
較
的
正
確
な
情
報
分
析
に
基
づ
い
て
（
叩
）
、
対
ソ
接
近

と
対
米
英
徹
底
抗
戦
と
い
う
陸
軍
側
の
主
張
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
天
皇
を
、
対
米
英
直
接
和
平
工
作
及
び
粛
軍
へ
と
説
得
し
よ
う
と
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し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
軍
部
内
「
共
産
分
子
」
の
陰
謀
説
を
除
け
ば
、
そ

の
状
況
認
識
は
意
外
に
正
確
で
現
実
的
で
あ
っ
た
。

三
月
三
日
再
び
木
戸
を
訪
れ
た
宗
像
は
、
木
戸
の
口
か
ら
意
外
な
言
葉

を
耳
に
す
る
。
そ
れ
は
、
近
衛
上
奏
文
の
現
実
性
を
裏
書
き
す
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。

中
世
都
市
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
社
会
史
学
会
の
大
会
は
、
一
三
世
紀
の

す
ば
ら
し
い
大
聖
堂
を
ホ
テ
ル
の
窓
外
に
の
ぞ
み
な
が
ら
報
告
を
聞
き
、

食
事
を
と
る
と
い
う
、
泊
り
こ
み
の
賛
沢
な
学
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
初
日
の
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
歴
史
学
」
だ
っ

た
。
ま
ず
は
右
派
の
代
表
（
？
）
と
し
て
Ａ
・
マ
リ
ッ
ク
が
、
「
ひ
と
の
過
去

を
め
ぐ
る
知
を
呈
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
史
料
・
概
念
・
記
号
を
明
蜥
に

精
確
に
使
用
す
る
こ
と
。
非
形
而
上
学
的
歴
史
学
の
弁
明
の
た
め
に
」
と

い
う
長
い
題
の
報
告
。
ヘ
イ
ド
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
哲

学
者
の
表
象
論
に
た
い
す
る
批
判
、
と
い
う
よ
り
経
験
主
義
史
家
と
し
て

の
反
感
の
表
明
で
あ
る
。
つ
い
で
左
派
を
代
表
し
て
、
か
の
パ
ト
リ
ク
。

ジ
ョ
イ
ス
が
、
「
社
会
史
か
ら
社
会
的
な
る
も
の
の
歴
史
へ
・
ポ
ス
ト
モ
ダ

（
１
）
写
真
は
、
宗
像
巌
氏
提
供
。
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
同
氏
に
様
々
な
ご

教
示
を
頂
い
た
。

（
２
）
宗
像
と
美
術
と
の
関
係
や
、
宗
像
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ

ー
、
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
ら
と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
水
沢
勉
「
わ
か
ち
あ

っ
た
熱
狂
」
（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
編
『
年
報
・
一
九
八
三
年
度
三

宗
像
巌
「
非
具
象
絵
画
」
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
『
現
代
の
眼
』

三
九
二
号
、
一
九
八
七
年
七
月
）
等
を
参
照
。

（
３
）
宗
像
と
南
原
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
主
に
宗
像
巌
氏
か
ら
の
聞
き
と
り

や
、
丸
山
真
男
他
編
『
聞
き
書
き
南
原
繁
回
顧
録
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
九
年
）
二
四
頁
等
に
よ
る
。

（
４
）
南
原
の
終
戦
工
作
に
つ
い
て
は
、
同
右
書
、
二
六
四
～
二
七
七
頁
等
に

、
ト
チ
ス
》
Ｏ

（
５
）
木
戸
幸
一
『
木
戸
幸
一
日
記
下
巻
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六

年
）
二
九
九
・
一
二
○
六
・
一
二
○
八
～
一
二
一
○
頁
。

（
６
）
同
右
書
、
二
六
四
頁
。

（
７
）
拙
稿
「
日
中
戦
争
収
拾
構
想
と
華
中
通
貨
工
作
」
『
国
際
政
治
』
九
七
号

二
九
九
一
年
）
及
び
、
拙
著
『
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治
』
（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
補
論
。

（
８
）
宗
像
巌
氏
所
蔵
「
宗
像
久
敬
日
記
」
一
九
四
五
年
三
月
三
日
の
項
。
こ

の
複
製
は
、
東
京
大
学
法
学
部
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
に
所

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
歴
史
学
（
Ⅲ
）

近
藤
和
彦

社
会
史
学
会
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
談
義

§

■
，
６
泊
測
珂
猫
朝
悩
包
？
坪

ｌ
ｉ
ｉ
ｉ
５
１
ｊ
ｂ
。
■
居
り
１
９
日
■
１
零
勺
四
口
■
９
■
■
居
■
再
巳
■
■
■
■
■
５
８
藩
已
渇
砥
囲
別
沮
逓
幡
翻
９
３
■
皿
迫

Ｉ
ｉ

ｌ
ｌ
１

’

ン
に
つ
い
て
の
省
察
」
。
マ
リ
ッ
ク
の
身
ぶ
り
ゆ
た
か
な
報
告
中
に
ジ
ョ
ィ

ス
は
大
き
な
ア
ク
ビ
を
し
て
み
せ
た
り
、
ジ
ョ
イ
ス
の
逐
一
の
反
批
判
に

マ
リ
ッ
ク
が
乾
い
た
笑
い
を
み
せ
た
り
、
結
局
二
人
は
、
並
ん
で
座
り
な

が
ら
も
文
字
ど
お
り
そ
つ
ぼ
を
向
い
た
ま
ま
、
た
が
い
に
嫌
味
や
椰
楡
を

く
り
か
え
す
だ
け
で
、
い
た
だ
け
な
い
。
三
番
目
に
立
っ
た
ラ
ド
ミ
ラ
・

ジ
ョ
ー
ダ
ノ
ヴ
ァ
と
い
う
女
性
が
「
文
化
史
は
ど
こ
へ
い
く
」
と
題
し
て
、

「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
と
は
感
情
的
な
好
悪
や
椰
楡
で
か
た
づ
く
問
題
で
は
な
く
、

知
識
人
の
ゲ
ー
ム
で
も
な
い
。
だ
れ
も
が
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
問
い
な
の
だ
」
と
静
か
に
強
調
し
て
、
拍
手
を
あ
つ
め
た
。

二
日
目
の
朝
食
に
は
、
や
や
遅
れ
て
ホ
ー
ル
に
出
て
い
っ
た
。
大
き
な

テ
ー
ブ
ル
の
右
端
の
席
に
つ
い
た
が
、
隣
の
若
い
女
性
が
黙
り
こ
く
っ
て

食
べ
て
い
て
、
こ
り
や
い
か
ん
、
と
考
え
は
じ
め
て
い
た
折
も
折
、
な
ん

だ
か
見
た
こ
と
の
あ
る
可
愛
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
き
た
ぞ
、
と
思
う
ま
も

な
く
、
わ
が
正
面
に
す
わ
っ
て
、
「
わ
た
し
、
ナ
タ
リ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
で
す
」
。

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
集
『
歴
史
家
た
ち
」
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
の
漫
画
の
イ

メ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
、
小
柄
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
み
ち
た
女
性
で
あ
る
。
プ

リ
ン
ス
ト
ン
の
歴
史
学
研
究
所
の
所
長
の
任
期
四
年
を
終
え
て
、
今
学
年

は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ベ
イ
リ
オ
ル
学
寮
に
い
る
の
だ
（
そ
の
学
寮
長
は

フ
ラ
ン
ス
史
の
コ
リ
ン
。
ル
ー
カ
ス
で
、
こ
の
た
び
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

学
総
長
に
選
出
さ
れ
た
）
・
初
日
は
パ
ス
し
て
昨
晩
お
そ
く
会
場
に
着
い
た

よ
し
。
い
ま
印
刷
中
の
、
一
七
世
紀
の
三
人
の
女
性
を
め
ぐ
る
新
著
『
辺

境
Ⅱ
欄
外
の
女
た
ち
』
の
こ
と
。
息
子
ア
ー
ロ
ン
と
ホ
リ
・
コ
ー
ル
の
ジ

蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
矢
部
貞
治
『
近
衛
文
麿
』
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
七
○
一
～
七

○
五
頁
、
木
戸
日
記
研
究
会
『
木
戸
幸
一
関
係
文
書
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
年
）
四
九
二
～
五
一
○
頁
。

（
皿
）
庄
司
渦
一
郎
『
近
衛
上
奏
文
』
の
再
検
討
」
『
国
際
政
治
』
一
○
九
号

（
一
九
九
五
年
）
。

（
ま
つ
う
ら
・
ま
さ
た
か
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
・
日
本
政
治
史
）

松
浦
正
孝

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
経
済
と
政
治

近
衛
文
麿
と
池
田
成
彬
Ａ
５
判
・
三
六
八
頁
・
六
五
九
二
円

吉
田
茂
賞
受
賞

木
戸
日
記
研
究
会
編

木
戸
幸
一
日
記
上
・
下

Ａ
５
判
・
平
均
六
八
八
頁
・
各
七
四
一
六
円

木
戸
日
記
研
究
会
編

木
戸
幸
一
日
記
東
京
裁
判
期

Ａ
５
判
・
五
三
○
頁
・
七
二
一
○
円

丸
山
真
男
・
福
田
歓
一
編

聞
き
書
南
原
繁
回
顧
録

四
六
判
・
五
五
六
頁
・
四
三
二
六
円

東
京
大
学
出
版
会

20、l
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宗
像
久
敬
と
も
う
ろ
の
終
戦
工
作
（
下
）

一
九
四
五
年
一
二
月
三
日
に
宗
像
久
敬
が
木
一
戸
幸
一
内
大
臣
を
再
び
訪
れ

た
の
は
、
一
人
で
思
い
つ
め
た
木
戸
が
死
を
覚
悟
し
て
い
る
こ
と
を
前
回

の
会
談
の
際
に
感
じ
た
宗
像
が
、
こ
れ
以
上
木
一
戸
に
国
事
を
誤
ら
せ
た
く

な
い
と
考
え
、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
友
人
と
し
て
そ
の
苦
悩
を
慰
め
よ

う
と
思
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

宗
像
を
迎
え
た
木
戸
は
、
今
や
戦
局
や
政
治
が
重
大
な
危
機
に
あ
る
と

述
べ
、
自
分
の
所
に
は
、
戦
争
を
始
め
た
人
々
が
、
戦
争
に
負
け
た
こ
と

の
な
い
国
は
な
い
と
弁
明
し
に
来
る
一
方
、
皇
道
派
に
粛
軍
を
任
せ
よ
と

い
う
主
張
や
、
二
。
二
六
事
件
の
よ
う
な
青
年
将
校
に
よ
る
急
進
的
な
動

き
が
伝
え
ら
れ
て
来
て
い
る
と
語
っ
た
。
そ
し
て
木
戸
は
、
問
題
は
ソ
連

が
ド
イ
ツ
の
敗
北
後
に
ど
う
出
て
来
る
か
だ
と
言
い
、
ソ
連
は
四
月
に
日

ソ
中
立
条
約
更
新
拒
否
を
通
告
し
日
本
に
干
渉
し
て
来
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
見
通
し
を
述
べ
た
。
木
戸
に
と
っ
て
、
戦
争
の
帰
趨
を
左
右
す
る

も
の
は
ソ
連
で
あ
り
、
米
英
と
の
直
接
和
平
は
考
応
の
対
象
外
に
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
が
あ
と
一
月
程
で
降
伏
し
た
ら
、
ソ
連
が
日
本
に
仲
介
を
申
し

入
れ
て
来
て
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
な
け
れ
ば
武
力
侵
攻
す
る
と
言
う
の
で

己
絶
対
化
の
傲
慢
は
許
さ
れ
な
い
、
相
対
的
な
存
在
と
し
て
他
と
並
ん
で

共
に
あ
り
、
共
に
生
き
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
、
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。そ

し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
何
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に
つ
い
て
だ
け
言
わ
れ

る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
実
は
、
私
た
ち
日
本
人
自
身
、
日
本
社
会
自
体

に
つ
い
て
言
わ
れ
る
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
今
や
、
ト
ラ
ン
ス
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ク
ロ
ス
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
言
わ
れ
る
地
球
社
会
全
体
に
つ
い
て
の
問
題
で
も
あ
ろ
う
。
本
日

は
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
流
計
画
五
○
周
年
の
記
念
で
も
あ
る
が
、
フ
ル
ブ

ラ
ィ
ト
上
院
議
員
自
身
、
か
っ
て
著
書
『
権
力
の
お
ご
り
」
を
刊
行
し
た

が
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
交
流
計
画
も
、
各
国
が
自
国
の
文
化
を
絶
対
化
せ
ず
、

他
国
の
文
化
を
謙
虚
に
学
び
、
理
解
し
合
う
こ
と
で
、
地
球
上
の
各
人
種

民
族
が
共
生
し
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
、
フ
。

（
本
稿
は
、
一
九
九
六
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
学
会
三
○
周
年
お
よ
び
フ
ル
ブ
ラ

イ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
五
○
周
年
を
記
念
し
て
、
ア
メ
リ
カ
歴
史
家
協
会
会
長
の

リ
ン
ダ
．
Ｋ
・
カ
ー
バ
Ｉ
教
授
に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
女
性
」
と
題

す
る
講
演
と
並
ん
で
、
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
同
題

の
公
開
諦
演
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
）

（
さ
い
と
う
。
ま
こ
と
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
ア
メ
リ
カ
政
治
外
交
史
）
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恩
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黒
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罫
剖
丞
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ｖ
吋
司
、
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は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
ソ
連
は
す
ぐ
に
二
、
一
二
千
の
戦
闘
機
を
欧
州
か

ら
移
動
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
米
軍
が
サ
ィ
パ
ン
か
ら
や

っ
て
来
る
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な
い
。
ソ
連
は
共
産
王
義
者
の
入
閣
を
要
求

し
て
来
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
日
本
と
し
て
は
条
件
が
不
面
目
で
さ
え
な

け
れ
ば
、
受
け
容
れ
て
も
良
い
。
米
英
で
は
日
本
に
は
親
英
米
派
が
い
る

か
ら
戦
争
の
早
期
終
結
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
マ

ニ
ラ
や
硫
黄
島
の
戦
闘
を
見
て
、
本
土
上
陸
が
容
易
な
ら
ぬ
こ
と
を
覚
悟

し
て
居
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陸
海
軍
、
特
に
陸
軍
が
、
「
も
う

ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
言
い
出
さ
な
い
限
り
、
戦
争
は
や
め
ら
れ
な
い
。

こ
う
語
っ
て
来
た
木
戸
は
、
宗
像
に
、
王
〈
産
王
義
ト
云
ふ
ガ
、
今
日
ハ

ソ
レ
ホ
ド
恐
口
シ
イ
モ
ノ
テ
ハ
ナ
イ
ソ
、
世
界
中
ガ
皆
共
産
主
義
テ
ハ
ナ

イ
カ
、
欧
州
モ
然
リ
、
支
那
モ
然
リ
、
残
ル
ハ
米
国
位
ノ
モ
ノ
テ
ハ
ナ
ィ

力
」
と
言
っ
た
。
驚
い
た
宗
像
は
、
共
産
王
義
に
な
っ
た
ら
皇
室
は
ど
う

な
る
の
か
、
国
体
と
皇
室
の
擁
護
は
国
民
の
念
願
で
あ
り
木
一
戸
の
思
い
で

も
あ
る
は
ず
だ
、
と
木
戸
に
問
い
返
し
、
こ
の
ま
ま
ソ
連
の
干
渉
を
待
つ

の
で
は
な
く
米
国
と
直
接
接
触
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
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史Ａ
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帰
宅
し
た
宗
像
が
、
「
今
日
本
ガ
率
直
二
米
卜
和
シ
（
時
期
ハ
別
ト
シ
テ
）

民
主
主
義
ヲ
容
レ
皇
室
及
国
体
ヲ
擁
護
ス
ル
ヤ
、
ソ
ビ
エ
ッ
ト
卜
手
ヲ
ニ

キ
リ
共
産
主
義
テ
ユ
ク
ヘ
キ
カ
之
ハ
大
ナ
ル
問
題
ナ
リ
」
と
記
し
た
よ
う

に
、
日
本
は
重
大
な
岐
路
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
木
戸
と
宗
像
と
の
間
に

は
、
終
戦
及
び
戦
後
の
日
本
の
行
き
方
を
め
ぐ
っ
て
、
明
ら
か
に
大
き
な

見
解
の
隔
た
り
が
あ
っ
た
。
宗
像
は
、
終
戦
に
際
し
て
英
米
と
の
直
接
和

平
を
願
い
、
戦
後
も
そ
の
紐
帯
の
上
に
皇
室
及
び
国
体
を
謹
持
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
近
衛
や
吉
田
、
池
田
ら
と
意
見
を
一
に
し
て
い
た
。
実
は

木
戸
に
会
う
前
、
宗
像
は
近
衛
と
会
い
、
日
中
戦
争
解
決
に
失
敗
し
た
の

も
皆
軍
部
強
硬
派
の
反
対
の
た
め
で
、
こ
れ
は
後
か
ら
考
え
る
と
共
産
主

義
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
述
懐
（
上
奏
文
と
共
通
し
た
認
識
）

を
近
衛
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
「
今
ノ
日
本
ノ
状
態
カ
ラ
ス
レ
バ
モ
ウ
カ

マ
ワ
ナ
ィ
、
ロ
シ
ヤ
卜
手
ヲ
握
ル
ガ
ョ
イ
、
米
英
二
降
参
シ
テ
タ
マ
ル
モ

ノ
カ
卜
云
ふ
気
運
ガ
ア
ル
ノ
テ
ハ
ナ
イ
カ
、
結
局
皇
軍
ハ
ロ
シ
ヤ
ノ
共
産

主
義
卜
手
ヲ
ニ
キ
ル
コ
ト
謎
ナ
ル
ノ
テ
ハ
ナ
イ
カ
」
と
い
う
木
戸
の
話
は

近
衛
の
説
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
宗
像
に
は
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

宗
像
の
印
象
で
は
、
木
戸
は
陸
軍
内
の
親
ソ
・
強
硬
派
に
龍
絡
さ
れ
て

い
た
。
「
要
ス
ル
ニ
彼
ハ
確
固
ダ
ル
方
針
ナ
ク
陸
軍
ノ
態
度
ニ
ョ
リ
ソ
連
接

近
ナ
リ
」
と
宗
像
は
後
に
日
記
に
苦
き
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
、
木
戸

が
対
ソ
接
近
を
唱
え
た
か
と
思
う
と
、
ソ
連
の
出
方
に
よ
っ
て
は
国
内
が

混
乱
に
陥
る
こ
と
を
恐
れ
、
動
揺
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
木
戸
自
身
も
、

戦
争
の
収
拾
に
は
国
内
政
治
の
把
握
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
実

け
る
米
英
と
ソ
連
と
の
対
日
提
携
を
回
避
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
方
策
は

従
来
の
軍
中
央
の
対
ソ
戦
争
準
備
や
、
防
共
・
反
共
の
方
針
と
は
正
反
対

の
も
の
だ
っ
た
た
め
、
現
地
軍
に
反
発
と
混
乱
と
を
引
き
起
こ
し
た
（
３
）
・

八
月
一
九
日
に
最
高
戦
争
指
導
会
議
が
決
定
し
た
「
世
界
情
勢
判
断
及
戦

争
指
導
大
綱
」
に
お
い
て
も
、
日
中
戦
争
解
決
に
ソ
連
を
利
用
す
る
こ
と
、

対
敵
宣
伝
謀
略
に
よ
り
米
英
ソ
中
の
離
間
を
目
指
す
こ
と
等
が
決
め
ら
れ

（
１
）
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
参
謀
本
部
が
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
「
今
後
採
ル

ヘ
キ
戦
争
指
導
ノ
大
綱
二
基
ク
対
外
政
略
指
導
要
領
案
」
に
は
、
ソ
連
の

仲
介
に
よ
っ
て
日
中
戦
争
を
終
結
さ
せ
る
際
の
条
件
と
し
て
、
重
慶
政
権

の
支
配
地
域
を
ソ
連
の
勢
力
圏
と
し
、
日
本
側
占
領
地
域
は
日
ソ
勢
力
の

混
交
地
帯
と
す
る
こ
と
、
重
慶
政
権
が
こ
れ
に
協
力
し
な
け
れ
ば
中
共
を

代
わ
り
に
支
援
す
る
こ
と
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
た
（
５
）
・
こ
う
し
た
流
れ
の

上
に
、
九
月
二
八
日
の
最
高
戦
争
指
導
会
議
は
、
対
ソ
接
近
と
ド
イ
ツ
降

伏
の
際
の
ソ
連
利
用
に
よ
る
情
勢
好
転
を
内
容
と
す
る
「
対
ソ
施
策
に
関

す
る
件
」
を
決
定
し
た
（
６
）
。

反
ソ
・
反
共
か
ら
親
ソ
。
容
共
へ
、
戦
争
方
針
の
一
大
転
換
を
一
貫
し

関東大震災
政府陸海軍関係史料

〈全3巻＞

松尾章一監修国家機関は庶民をいか

に管理統制したか．散在する膨大な史
料の中から未公開のものを厳選．

I巻政府｡戒厳令関係史料
既刊／本体価格'0,000円

II巻陸軍関係史料
2月刊／本体価格'7,000円

Ⅲ巻海軍関係史料
2月刊／本体価格6,000円
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大学とｱジｱ太平繊争
戦争史研究と体験の歴史化

白井厚編戦争体験の歴史化，国際化
を唱える編者のよびかけに，外国人，

体験者をも混えた共同研究，協同作業

の成果．戦争とアカデミズムの相克，

戦時下各国の大学はどのようなもので
あったか． 定価5974円

過渡期の世界
近代社会成立の諸相

鈴木信雄・川名登・池田宏樹編欧米
や日本の近代社会の成立の諸相を時代

の転換期について多面的に考察末来
を真禦に探究している人々に考えるヒ
ントを提供． 定価7004円

椎
を
握
る
陸
軍
の
意
向
に
従
う
し
か
な
い
、
と
宗
像
に
語
っ
て
い
た
。

実
は
、
陸
軍
で
は
す
で
に
「
対
ソ
。
シ
フ
ト
」
を
敷
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
木
戸
と
の
会
談
を
終
え
た
宗
像
に
は
、
思
い
当
た
る
節
が
あ
っ

た
。
自
分
が
四
四
年
一
二
月
、
陸
軍
省
軍
務
局
に
旧
知
の
大
西
一
軍
務
課

高
級
課
員
を
訪
ね
た
際
に
大
西
が
不
在
だ
っ
た
の
は
、
海
軍
軍
令
部
と
陸

軍
省
軍
務
局
と
で
満
ソ
国
境
調
査
に
名
を
借
り
て
ソ
連
の
態
度
を
打
診
し

に
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
四
一
年
の
松
岡
外
相
の
独
ソ
訪
問
に
随

行
し
た
永
井
八
津
次
大
佐
（
四
五
年
三
月
か
ら
少
将
）
が
四
五
年
二
月
に

軍
務
課
長
に
就
任
し
た
の
も
、
対
ソ
提
携
の
準
備
の
た
め
で
は
な
い
か
（
１
）
・

宗
像
の
推
測
は
、
必
ず
し
も
的
外
れ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
即
ち
、

参
謀
本
部
で
は
、
四
三
年
四
月
に
参
謀
次
長
に
就
任
し
た
ソ
連
通
の
素
彦

三
郎
中
将
の
下
で
、
対
ソ
関
係
改
善
が
本
格
的
に
推
進
さ
れ
て
い
た
。
す

で
に
四
三
年
九
月
御
前
会
議
決
定
「
今
後
採
ル
ヘ
キ
戦
争
指
導
大
綱
」
に

お
い
て
、
中
立
国
ソ
連
に
関
し
て
は
参
戦
防
止
と
国
交
調
整
、
独
ソ
和
平

斡
旋
を
目
標
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
四
四
年
三
月
に
は
北

樺
太
石
油
。
石
炭
利
権
の
ソ
連
へ
の
譲
渡
が
実
現
さ
れ
、
日
ソ
漁
業
条
約

が
延
長
さ
れ
る
等
対
ソ
接
近
策
が
進
め
ら
れ
た
（
２
）
・
さ
ら
に
、
四
四
年
八

月
一
○
日
付
で
軍
中
央
か
ら
各
現
地
軍
に
対
し
て
指
示
さ
れ
た
「
対
延
安

政
権
宣
伝
謀
略
実
施
要
領
」
で
は
、
爾
後
中
国
共
産
党
を
独
立
地
方
政
権

と
し
て
の
「
延
安
政
権
」
と
呼
び
、
で
き
る
だ
け
「
反
共
」
等
の
名
称
を

使
わ
な
い
こ
と
と
し
て
、
ソ
連
及
び
中
国
共
産
党
と
の
妥
協
を
図
り
、
米

英
と
結
ぶ
蒋
介
石
の
重
慶
政
権
と
中
共
政
権
と
を
切
り
離
し
、
中
国
に
お

て
推
進
し
た
の
は
、
種
村
佐
孝
中
佐
（
四
四
年
三
月
よ
り
大
佐
）
ら
参
謀

本
部
の
戦
争
指
導
班
で
あ
っ
た
。
種
村
は
四
四
年
二
月
よ
り
二
ヶ
月
間

秦
参
謀
次
長
か
ら
突
如
ソ
連
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
視
察
を
終
え
て
帰
国
し

た
後
、
四
月
四
日
に
木
戸
を
訪
れ
て
ソ
連
情
勢
を
大
い
に
説
い
た
（
７
）
・
こ

の
日
の
木
戸
の
日
記
に
は
、
「
十
時
半
、
種
村
佐
孝
大
佐
来
庁
、
武
官
長
と

共
に
最
近
の
蘇
聯
の
実
情
を
聴
く
。
大
に
獲
る
所
あ
り
た
り
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
木
戸
が
種
村
の
対
ソ
接
近
策
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
木
戸
が
宗
像
に
語
っ
た
共
産
、
王
義
観
は
、
こ
の
と
き
木
戸
の
脳
裏

に
刻
み
込
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
・

陸
軍
側
の
政
策
転
換
の
背
景
に
は
、
米
英
と
ソ
連
と
が
可
分
で
あ
る
と

い
う
前
提
が
あ
り
、
事
実
陸
軍
に
は
、
戦
後
の
米
ソ
対
立
が
必
至
で
あ
る

こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
そ
う
し
た
観
測
を
支
え
る
情
報
が
多
く
集
め
ら
れ

て
い
た
（
８
）
・
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、
陸
軍
側
の
、
今
さ
ら
米
英
に
直
接

降
参
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
面
子
と
、
ド
イ
ツ
敗
戦
と
共
に
強

大
な
ソ
連
の
軍
事
力
が
全
て
日
本
に
集
中
さ
れ
て
来
る
こ
と
へ
の
恐
怖
と

が
、
強
く
あ
っ
た
。
永
井
軍
務
課
長
や
種
村
大
佐
ら
陸
軍
中
堅
層
の
対
ソ

鮒瀧舶棚離鮮
島崎久彌 1980年代半ば以降の展開一

マルクの台頭，マース1､リヒト条約，

ドイツ経済統一等一を明らかにすると

ともに，金融統合にも言及し，今後を

展望する． 定価7931円

i、

台湾･韓国の地方財政
川瀬光義民主化の進む両国の動向は

｜欧米を主な対象としてきた地方財政の
国際比較においてアジアをも視野にお

くことを迫っている．両国の特質を日

本との比較において解明．定価3296円

過馳域の景観と集団 １
１
．
８
８
ｆ
９
１
４
制
１
冊
１
ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｈ
１
４
１

長谷ﾉ| |昭彦･藤沢和･竹本田持･荒樋豊

地域の集団活動の再興と景観形成をか
かわらせて，地域の振興・活性化の将

米的方策を考える． 定価5974円
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大
学
卒
業
後
年
月
を
経
て
再
会
し
た
宗
像
久
敬
と
南
原
繁
。
恐
ら
く
、

再
会
の
二
年
前
に
公
刊
さ
れ
て
い
た
木
戸
の
日
記
に
、
お
互
い
の
名
前
を

見
出
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
二
人
の
同
級
生
が
こ
の
時
ど

ん
な
言
葉
を
交
わ
し
た
の
か
、
写
真
か
ら
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

接
近
策
は
、
あ
く
ま
で
も
ソ
連
の
参
戦
防
止
を
限
度
と
し
た
「
対
英
米
戦

完
遂
の
為
の
対
ソ
施
策
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
「
終
戦
方
策
と
し
て
の
対

ソ
交
渉
」
に
転
化
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
と
い
う
。
特
に
永
井
は
近

衛
の
上
奏
と
同
じ
頃
、
重
臣
間
に
対
ソ
交
渉
を
通
じ
て
の
対
米
交
渉
論
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
強
く
警
戒
し
た
・
陸
軍
中
堅
層
の
対
ソ
接
近
論
は
、

ソ
連
を
通
じ
て
少
し
で
も
有
利
な
条
件
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
和
平
案
を

容
認
す
る
陸
軍
上
層
部
と
は
異
な
り
、
対
米
英
戦
貫
徹
・
本
土
決
戦
と
不

可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
（
９
）
の
で
あ
る
・
四
五
年
四
月
に
な
っ
て
ソ
連
軍
の

シ
ベ
リ
ア
移
動
が
伝
え
ら
れ
、
ソ
連
の
対
日
戦
準
備
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

陸
海
軍
上
層
部
は
ソ
連
の
対
日
参
戦
防
止
を
政
府
に
要
求
し
、
外
務
省
は

こ
れ
を
利
用
し
て
ソ
連
を
仲
介
と
す
る
終
戦
工
作
を
進
め
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
動
き
に
種
村
ら
参
謀
本
部
の
中
堅
将
校
ら
は
反
発
し
、
終
戦
工

作
を
進
め
る
近
衛
ら
に
本
土
決
戦
を
強
く
迫
る
よ
う
に
な
る
両
）
。

な
お
、
近
衛
が
、
対
ソ
和
平
工
作
が
ソ
連
に
よ
る
共
産
主
義
者
（
野
坂

参
三
ら
）
の
入
閣
要
求
等
を
招
く
危
険
を
察
知
し
て
お
り
、
そ
の
排
撃
の

た
め
に
上
奏
文
を
作
成
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い

る
（
皿
）
・
し
か
し
、
天
皇
側
近
の
木
戸
ま
で
が
天
皇
制
と
共
産
主
義
と
を
両

立
さ
せ
得
る
と
考
え
（
戦
後
の
野
坂
に
よ
る
民
主
戦
線
論
に
連
な
る
考
え

方
と
言
え
よ
う
）
、
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
と
い
う
宗
像
の
証
言
は
、
近
衛

上
奏
文
に
あ
る
共
産
革
命
へ
の
戦
傑
が
い
か
に
現
実
性
を
帯
び
て
い
た
か

を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
対
米
英
直
接
和
平
を
指
向
し
て

い
た
近
衛
ら
の
根
拠
は
、
グ
ル
ー
元
駐
日
大
使
ら
米
国
の
親
日
派
外
交
官

（
１
）
「
宗
像
久
敬
日
記
」
、
前
掲
一
九
四
五
年
三
月
三
日
の
項
。

（
２
）
外
務
省
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
（
下
）
」
（
原
書
房
、
一
九
六
五
年
）

五
八
八
～
五
八
九
・
五
九
五
～
六
○
一
頁
。

（
３
）
伊
藤
隆
他
編
『
続
・
現
代
史
資
料
４
陸
軍
畑
俊
六
日
誌
』
（
み
す
ず

書
房
、
一
九
八
三
年
）
一
九
四
四
年
八
月
一
二
日
の
項
。

（
４
）
外
務
省
、
前
掲
書
、
六
○
一
～
六
○
四
頁
。

（
５
）
参
謀
本
部
所
蔵
『
敗
戦
の
記
録
』
（
原
普
房
、
一
九
六
七
年
）
三
四
～
三

八
頁
。
な
お
、
波
多
野
澄
雄
「
太
平
洋
戦
争
と
ア
ジ
ア
外
交
」
（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
第
一
○
章
も
参
照
。

（
６
）
外
務
省
、
前
掲
書
、
六
○
六
頁
。

（
７
）
種
村
佐
孝
『
大
本
営
機
密
日
誌
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
五
二
年
）

一
五
八
～
一
六
五
頁
・
一
七
三
～
一
八
八
頁
。

（
８
）
列
え
ば
、
伊
藤
隆
他
編
、
前
掲
書
、
一
九
四
四
年
二
月
三
日
・
二

一
五
八
～
一
六
五
頁
・
一
七
三
～
一
八
八
頁
‐

例
え
ば
、
伊
藤
隆
他
編
、
前
掲
書
、
一
九
四
四
年

Ｆ
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こ
の
一
冊
で
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書
全
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解
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月
一
八
日
・
一
九
四
五
年
二
月
三
日
の
項
等
を
参
照
。

面
）
が
天
皇
制
維
持
を
保
証
し
て
く
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
・
南
原

ら
の
意
見
具
申
も
、
近
衛
ら
の
期
待
を
支
え
た
と
思
わ
れ
る
。
近
衛
ら
は
、

対
ソ
提
携
下
で
の
終
戦
に
伴
う
共
産
主
義
革
命
を
回
避
し
よ
う
と
し
、
米

国
と
の
直
接
的
和
解
に
よ
っ
て
、
米
国
流
の
「
民
主
主
義
」
と
国
体
護
持

と
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
衛
ら
重
臣
か
ら
遮
断
さ
れ
陸
軍
や
木
戸
の
意
見
に
影
響
さ

れ
て
い
た
天
皇
は
、
米
英
に
対
す
る
強
烈
な
反
発
を
示
す
陸
軍
へ
の
顧
慮

も
あ
っ
て
、
「
一
撃
後
の
和
平
」
や
ソ
連
を
通
じ
て
の
和
平
を
選
ん
だ
。
近

衛
上
奏
文
を
聞
き
終
え
た
天
皇
は
、
米
国
は
国
体
変
革
を
考
え
て
い
る
と

い
う
軍
部
の
観
測
は
誤
り
か
、
と
近
衛
に
質
し
、
自
分
は
戦
果
を
挙
げ
て

か
ら
で
な
い
と
終
戦
は
困
難
だ
と
思
う
、
と
述
べ
た
Ｅ
）
の
で
あ
る
。
戦
争

終
結
に
反
対
す
る
種
村
ら
参
謀
本
部
戦
争
指
導
班
が
六
月
八
日
、
戦
争
完

遂
を
高
唱
す
る
「
今
後
採
る
べ
き
戦
争
指
導
の
基
本
大
綱
」
を
御
前
会
議

決
定
に
持
ち
込
む
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
終
戦
を
焦
慮
す
る
木
戸
は
天
皇

に
「
時
局
収
拾
対
策
試
案
」
を
上
奏
し
、
天
皇
と
共
に
対
米
英
直
接
で
は

な
く
ソ
連
を
仲
介
と
す
る
和
平
工
作
を
強
力
に
推
進
し
始
め
た
２
。

天
皇
と
木
戸
が
つ
い
に
対
米
英
直
接
和
平
へ
と
動
い
た
の
は
、
広
島
へ

の
原
爆
投
下
と
ソ
連
参
戦
と
を
知
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
決

断
は
、
ソ
連
仲
介
の
和
平
と
い
う
選
択
肢
の
消
滅
や
、
国
家
や
国
民
の
被

害
の
甚
大
さ
の
故
に
の
み
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
衛
や
宗
像
ら
と
、

南
原
ら
の
、
対
米
英
直
接
和
平
に
よ
っ
て
天
皇
制
護
持
が
可
能
に
な
る
と

い
う
説
得
や
情
報
提
供
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
決
断
を
支
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
波
多
野
澄
雄
「
広
田
・
マ
リ
ク
会
談
と
戦
時
日
ソ
関
係
」
『
軍
事
史
学
』

二
九
巻
四
号
（
一
九
九
四
年
）
五
・
二
三
頁
。

（
辺
内
政
史
研
究
会
「
村
田
五
郎
氏
談
話
速
記
録
５
』
（
刊
行
年
不
明
）
九
一

～
一
三
一
頁
。

（
且
伊
藤
隆
「
昭
和
期
の
政
治
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
二
○
四
～

二
一
六
頁
。

（
皿
）
三
谷
太
一
郎
「
戦
前
・
戦
中
期
日
米
関
係
に
お
け
る
米
国
親
日
派
外
交

官
の
役
割
」
（
二
三
）
（
三
）
『
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
三
七
。
三
八
・
三
九

号
（
一
九
九
一
年
）
を
参
照
。

（
週
）
木
戸
日
記
研
究
会
、
前
掲
害
、
四
九
七
～
四
九
八
頁
。

（
皿
）
波
多
野
、
前
掲
論
文
、
一
○
～
二
頁
。

な
お
、
軍
人
の
経
歴
等
は
、
秦
郁
彦
編
「
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
員
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
っ
た
。

（
ま
つ
う
ら
・
ま
さ
た
か
北
海
逆
大
学
法
学
部
助
教
授
・
日
本
政
治
史
）

叩
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内
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